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【お問合せ先】 

九州大学 人間環境学研究院 木村拓也(キムラ タクヤ) 

E-Mail：kimura.takuya.329*m.kyushu-u.ac.jp 

    [*を@に換えてください] 

 

 

書籍の概要 
 

世界の高等教育政策比較を主軸に、学修成果の

測定研究、学修成果と IR のレリバンス、STEM と

人文・社会系分野の融合、学生および専門分野別で

のグローバル・コンピテンス（GC）の修得状況の

国際比較に関する研究など、長きにわたって牽引

してきた山田礼子教授の退官を記念し、その功績

を讃えるべく氏と関わりある気鋭の研究者・教育

者らが結集した。現代における大学教育・比較教育

研究のまさに真髄となる一冊！ 

 

著者から一言 
 

 高等教育研究が対象としている課題は多岐にわ

たります。学修成果の測定研究、学修成果と IR の

レリバンス、STEM と人文・社会系分野の融合、学

生および専門分野別でのグローバル・コンピテン

ス（GC）など、そうした課題がどのような問題意

識のもとに政策となり、大学に立ち現れているの

か、大学問題の淵源と評価に迫る本となっていま

す。 

 

人間環境学研究院 木村拓也 

 
 

日本高等教育の課題と挑戦： 

比較研究と調査から 
 

山田礼子・木村拓也・西野毅朗編著 
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